
令和２年度宮城県ＮＰＯ等の絆力を活かした震災復興支援事業補助金
（団体名）一般社団法人ISHINOMAKI2.0
（事業名）山下の街をあるいて考える地域の未来プロジェクト ロジック・モデル

インプット アウトプット活動 アウトカム

別記様式第２号別紙

初期 中期 長期

※事業の成果に必要な要素を図示化してください。
※見やすいようにデザインを工夫してください。
※注釈や記載例,不要な図形は削除してください。

住民同士の交流とプ
レイヤーの増加が見
込める。また、まちあ
るきマップの作成の過
程で得た情報により地
域の課題が具体的と
なり、課題解決のス
ピードが上がる。

町内会活動だけでは
ない地域全体を自分
事として捉えようにな
り積極的な活動を自
発的に実施するよう
になる。(自発的なイ
ベント開催等）

受け身ではなく、意
識的に自分たちで情
報の収集をし、自分
たちの生活スタイル
に合ったコミュニティ
を生み出していく。

それぞれの町内会の
住民と山下地区全体
が融和し、相互協力
的な体制が出来上が
る。また、関わった学
生や企業との繋がり
から内だけでなく外に
開けたコミュニティ形
成が期待できる。

これまでの取り組み ・地域自治システムサポート事業・復興公営住宅におけるコミュニティ形成支援業務・地域づくりコーディネート事業

地域コミュニティへの参画が生まれ、初期・中期・長期それぞれで学びや地
縁を得る。

また、被災地でのコミュニティ形成の課題や危機感を自分事としてとらえ、
自主的なコミュニティ活動への興味や、課題解決へと動き出すことのできる
成長を促す。

・総事業費
1,805,000円
・作業人員
３名

まちあるきマップ作製

※街歩きマップ作成の
ためのワークショップ
全4回。作成するマップ
合計2種類。

地域の会館を使用して
実施予定（状況に応じて
要変更）。地域コミュニ
ティの促進や活性の場と
し、地域の未来を共有し
より自身の街の発展へ
向けての意識を創出す
る。

山下2025会議

山下地区住民による意
見交換及び情報共有
と、地域の未来を考え
る会議を開催。

多様な世代の住民や
団体、行政との協働

山下地区が現在抱える
課題の見える化と、必要
とされる情報の精査を行
う。


